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その定量化に基づいて BCM 戦略が立案され、しっかりとした BCM 組織体制・実行力が構築さ
れ、その結果、企業活動再開時間の短縮・損害額の低減のみならず、企業の競争優位性の構築と
いう効果が発揮されることを明らかにする。 
第 6 章は考察である。本論文の中で導出した生産・仕様特性切り口でのクリティカル・パスへ
の優先対策を実施することが、グローバル展開における自動車部品企業にとって有効な BCM 対
策になると考え、(1)調達部品に対する生産・仕様特性でのクリティカル・パス解決策と、(2)被災
時の自社復旧期間削減のための生産・仕様特性でのクリティカル・パス解決策、についての提案
を行う。最後に(1)(2)のBCM解決策を踏まえ、(3)BCMを企業組織で有効に機能させるための考
え方を提言する。 
第7章は結論である。グローバル展開している自動車部品企業(大企業・中小企業共)が、自然災
害発生時にもサプライチェーンを維持するための有効なBCMの内容について、1)BCMにおける
重要要素と各要素に対する主要要件・条件を明確化し、2)グローバルでの BCM に関する相違点
と特徴を明らかにし、3)BCM重要要素間の相関関係を明らかにすることができた。特に、生産・
仕様特性に着目しクリティカル・パスを見つけ、それを解決することで、大きな投資を掛けずに
企業全体の復旧期間の削減ができることが解った。本論文でのフレームワークおよび分析手法を
活用し、グローバルに展開する他の製造業で、各業界の特性に合わせた1)地域別、2)企業規模別、
3)業態別、4)生産・仕様特性別、5)被災経験有無別などでのBCMの有効な具体策検討に活用でき
ると考える。 
－ 619 －
－ 620 －
